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 要 旨   

 

目的：危険飲酒者が専門家のサポートなしに飲酒量を減らす方法についてはよく知られていな

い。本研究では、英国男性において、飲酒量を減らそうとする場合、どのような方法を取って

いるのか調査し、その方法により飲酒量が違うかどうかを検討した。 

 

方法：市場調査会社 Kantar が収集した飲酒記録データを用いた。飲酒量を減らそうとしてい

る英国成人 49204人を本研究の対象とし、1週間の飲酒量および、どのように飲酒量を減らそ

うとしているかについての情報を用いた。潜在クラス解析（LCA）を用い、飲酒減量パターン

を特定し、パターンによる飲酒状況を比較した。 

 

結果：４つの飲酒減量パターンが抽出された。すなわち、①飲酒の機会を減らす等の事前にコ

ントロールする方法（29%）、②アルコール度数の低いものを選択する方法（28%）、③飲酒量

を減らす方法（5%）、④②および③による方法（38%）であった。①のパターンでは、他のパタ

ーンに比べ、飲酒機会ごとの平均飲酒量が多い傾向にあったが、週当たりの飲酒量は少なかっ

た。 

 

結論：本研究の結果は、飲酒量を減らすための有効な方法を検討するために有用であると考え

られる。 

 

 


